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日
本
商
業
学
会
第

三
回
大
会

は
本
年
七

月
六

。
七

の
爾
日
、
小
樽
商
科
大
学
を
会
場
と

し
て
開

催

さ
れ
た
。
参
加
者
は
遠
く
九
州

・
神

戸

・
大
阪

よ
り
東

京

・
横
濱

・
新

潟
等

に
渉
り
、
約

五
+
名
を
算
し
極

め
て
盛
会

で
あ

つ
た
。

第

一
日
は
午

前
中
統

一
論
題

「
誰
雰
市
場
と
企
業

金
融

」
に
つ
い
て
、
小
樽
商

大
岡
本
理

一
氏
、
神

戸
大
学
挙
田
日
出
夫
氏
、

一
橋
大

学
深
見
義

一
氏
、
神

戸
大
学
稿

田
敬

太
郎
氏
、
大
阪
市
大
村
本
鵬
松
氏
等
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
学
理
及
實
際

に
關

す
る
研
究

の
獲
表
が
あ
り
、

会

員
か
ら
竜
活
濃
な

質
問
が
蓮

べ
ら
れ
た
。
就
中
幅
田
博
士

の

「
誰
雰
資

本

の
實
態

」
は
現
下

の
費

本
市
場
に
於
け

る
讃
券

の
役
割

り
を

明
確

に
さ
れ

て
興
咲
}深
か

っ
た
。

午
後

の
部
は
自

由
論
題

に
よ

る
研
究
報
告
が
あ
り
、
關
西
学
院
大

学
三
浦
信

氏
の

「
ア
メ
リ
カ
に
於

け
る
配
給
論

の
性
格
論
議

に
關
蓮

し

て
」
慶
懸
義
塾
大

単
片
岡

一
郎

氏

の

「
配
給
能
率

に
關
す

る

一
考
察

」
横
濱
國

立
大
学
久
保
村
隆
蕨

氏
の

「
配
給
客
髄
と

し
て
の
用
役

概
念

」
早
稻
田
大
学
宇
野

政
雄
氏

の

「
商
品
管

理
の
浩
干
考
察

」
等

が
順

次
護
表

さ
れ
た
。
期

せ
す

し
て
配
給
問
題
が
中
心
と
な

つ
た

の

は
斯

学

の
本
質
上
當

然

で
あ
つ
た
が
就
中
片
岡

氏

の
報
告
は
今
後
配
給
論

の
展
開

に

一
つ
の
問
題
を
投
げ
た
も

の
と
言

へ
よ
う
。

研
究
報
告
終
了
後

、
北
海
製
罐
及
港
内
見
学
を
な
し
、
午
後

六
時
か
ら
銀
鱗
蕪

で
開

か
れ
た
安
達

小
樽
市
長
及
び
松
川
小
樽
商

工
会
議

所
会
頭

の
共

同
主
催

に
な

る
招

宴
に
臨
ん

だ
。

第

二
日
午
前

申
は
前

日

に
引
績

き
自

由
論
題

の
研
究
報
告

で
、
小
樽
商

大
古
瀬

穴
六
氏

「
ゲ

ー

ム
理
論

と
販
費

政
策

」
早
稻

田
大
学
原

田
俊

夫
氏
「
計
数

に
よ
る
販
費
政
策

の
決
定
」
日
本
経
濟
短
期
大
学
岩
本

一
美
氏

「
経
濟
政
策
が
商
業

敏
育
(
思
想
)
へ
及

ぼ
・し
た
影
響

に
つ

い
て
し
明
治
大

学
清
水
晶
氏
「
市
場
調
査
部

の
地
位

と
組
織

に
つ
い
て
」
な
ど
が

述

べ
ら

れ
た
。
原

田
氏

の
計
数

に
よ

る
販
費
政
策

の
決
定

は
緻
密
な
敏
的
基
礎

に
基
づ
く
も

の
で
從
來

や

」
閑

却
さ
れ
た

こ
の
方
面

の
研
究

に
大
き
な
示
唆
を
與

へ
た

も

の
と
言
う

べ
き
で
あ

る
。
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膨

商

學

討

究

第
四
巷

第
二
號

書
食
中

に
理
事
会

が
開

か
れ
、
午
後
再

び
自

由
論
題

の
研
究
報
告
が
あ

つ
た
。
報
告
者
及

テ
ー

マ
は
、
金

城

学

院

大
学
武
嶋

一
雄
氏

「
商
業
放
邊

に
つ
い
て
」
成
城
大

学
内

田
直
作
氏

「
買
辮
制
度

と
経
螢

代
理
制
度

に
つ
い
て
」
早
稻

田
大
学
青

木
茂

男
氏

「
企
業

の
利

釜

塵
分

に
つ
い
て
」
茨
城
大

学
桐

田
尚
作
氏

「
割
賦
販
費

の
實
態
」
等

で
あ

つ
た
。
桐
田
氏

の
報
告
は

ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
實
際
歌
態

で
頗

る
興
味
深

い
も

の
が
あ
つ
た
が
地
域
的

に
限
ら
れ

て
い
た

の
で
、
全
國
的
な
傾
向

を
知

る
に
は
や

玉
物
足
り
ぬ
憾

み
が
あ

つ
た
。

か
く

て
学
会

の
主

要
行
事
は

一
慮
経
り

、
会
員
総
会

に
移
り
、
向
井
会

長
司
会

の
下

に
、
会
費
値

上
げ

の
件
、
新

入
会
員
承

認

の
件
、

等
は

一
同
異
議
な
く

可
決
、
役
員
選
考

に
つ
い
て
は
座
長
指
名

の
九
名

の
選
考
委
員

に
よ

つ
て
選
考

さ
れ

る
事
と

な
り

、
次
回
会
場

に
關

し

て
は
明
春
四
月
關
西
に
於

い
て
開
催

し
、
關

四
部
会

で
場
所
を
決
定
す

る
事

と
な

つ
た
。
術

ほ
会
則

に
基

づ

い
て
本
年
度

の
日
本
商
業

学
会
賞

は
茨
城
大

学
桐
田
尚
作

氏

(
著
書

「
商
業
学
概
論

」
)
關
西
大

学
今
西
庄

次
郎
氏

(
著
書

「
誰
雰
市
場
論

」
)

に
贈

呈
す

る
事
と

な
り
、
向
井
会

長
か

ら
爾

氏

へ
そ
れ
ぞ
れ
賞

金

が
賂

ら
れ
た
。
以
上
絡
了
後

小
樽
商
大
緑

丘
会

の
招
待

に
な

る
晩
餐
会

に
列
し
た
。

同
夜

は
小
樽
市
議

事
堂
で
公
開
講
演
会
を
催
し
、
大
阪
市

大
村
本
幅
松

氏

の

「
経
螢
者

に
必
要
な
知
識
と
能
力
」
早
稻

田
大
学
上
坂
酉

三
氏

の

「
日
本
貿
易

の
現
歌

と
そ

の
將

來
」
紳

戸
大
学
準
井

泰
太
郎
氏

の

「
増
資

と
株
式
市
場

」
日
東
誰
雰
土
屋
陽

三
郎
氏

の

「
日
本
経

濟
と
誰
雰
市
場

の
動

向

一
等
、
時
局
柄

最
も
適

切
な
問
題
が
各
構
威
者

に
よ
つ
て
語
ら

れ
鵜
衆

に
深

い
感
銘
を
與

へ
た
。

第

三
日

の
七
月
八
日
は
札
幌

に
赴

き
、
先

づ
誰
雰

取
引

所

に
於
い

て
實
惰
を
覗
察
し
た
後

座
談

会
を
開

き
、
取
引
所
當
事
者
と
膝
を
交

へ
て
問
題
を

語
り
合

つ
た
。
特

に
今
西
、
干
井
、
幅

田
諸
氏

の
地
方
誰
券

所

の
在
り
方

に
封
す

る
痛
烈

な
批
判

は
札
幌
讃
雰
取
引
所

に
よ

り
有
意
義

で
あ

つ
た
事
は
疑

い
な

い
。

そ

の
後
北
海
道

大
学
低
温
科
学
研
究
所
、
雪

印
乳

業
苗
穗

工
場
、
日
本
萎

酒
札
幌

工
場
等
を
順

次
覗
察

し
て
午
後

五
時
札
幌
騨

に
到
り

解
散
し
た
。

こ
の
日
生
惟
朝
來

か
ら

の
雨

天

で
冷
氣

一
入
身

に
泌

み
、
行
動

に
も
種

々
不
便
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

の
は
参

加

さ
れ
た
方

々
に
誠

に
お

氣

の
毒

で
あ

つ
た
。
し
か
し
三
日
間

を
通
じ

て
極
め

て
有
盆

、
有

意
義

に
学
会

を
絡
了
す

る
事
が

で
き
た

の
は

、
偏

へ
に
各
位

の
御

支
持

●

に
よ
る
も
の
と
感
謝

に
堪

へ
ぬ
と
共

に
、
安
達

小
樽
市
長
、
松
川
商

工
会
議
所
会

頭

、
札
幌

謹
雰

取
引

所
等

の
御
厚
意

に
深
甚

の
謝
意
を

表
す
る
も

の
で
あ

る
。

(
相
澤
正
美
)

298




